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1. はじめに 

観光論におけるオーソドックスな議論は、女性

客やファミリー層を中心とする個人客向けのまち

づくりに特色づけられる由布院（大分県由布市）

を、持続可能な観光振興のモデルとして持ち上げ

る一方、別府（大分県別府市）や熱海（静岡県熱

海市）に代表される、大型リゾートホテルや猥雑

な歓楽街で団体旅行客を集めてきたまちを、かな

らずしも肯定的には評価してこなかった（猪爪, 

1992: 367頁; 浦, 2013: 3頁; 船本, 2014: 87頁）1。

参考までに、別府のまちを散策中の観光客に対し

て、「中心市街地周辺のスナック・バー・風俗店

等が集まるエリアをどう思うか」と筆者（西田）

が質問してみたところ、「せっかく温泉があるの

にもったいない」（60代男女）、「家族連れが歩

きにくいので無い方がいい」（40 代男女 5 人組）

といった評価が得られ（調査日時：2018年 12月 8

日）、未だなお、猥雑さに対するマイナスイメー

ジが強いことを確認できる。 

ところが近年、とりわけ 20～30代を中心とする

若者の間に、別府や熱海のように猥雑さを包摂し

たまちをむしろ積極的に評価する動きも拡がって

いる。たとえば、旅行情報サイト「LINE トラベ

ル jp」は個性的なバー・スナックや飲食店の集積

する大阪の「裏なんば」を2、また、若い女性をタ

ーゲットとするウェブメディア「女子 SPA！」は

熱海に位置する成人向けの集客施設「熱海秘宝館」

を3、女性にもおすすめの観光スポットとして紹介

している。かつて男性客を中心に賑わっていた歓

楽街が、むしろ若い女性向けにプッシュされてい

るのである。また、若者に人気の SNS である

Instagramでも、「#ノスタルジック」、「#ディー

プスポット」といったハッシュタグの付いた投稿

を検索すると、古い居酒屋やスナックなどの看板

が所狭しと並ぶ一見怪しげな路地や、電線が交差

する裏通りなどの写真が、人気投稿としてトップ

に表示される。こうした投稿からも、まちの猥雑

さを魅力として捉える消費者は少なくないことが

分かる。このように多様な価値観が生まれつつあ

る今、猥雑性を排した雑味のないまちばかりが理

想の姿としてもてはやされる時代は終わりつつあ

るのではないだろうか。一見まちの恥部とも捉え

られかねない猥雑性が地域資源として再評価され

つつあることは、新しい時代のまちづくりを考え

るうえで注目すべき現象といえよう。 

では、上述のように猥雑なものが再評価される

背景にはどういった事情があるのだろうか。第 1

に、スナック、ストリップ劇場、成人映画館とい

った成人向け娯楽施設の絶対数が減少しているこ

とを挙げておきたい。これらの施設が、稀少性を

帯びることによって、逆に、人の目を惹きつける

物珍しさを生み出している可能性がある。また、

第 2に、消費者たちの間でレトロなものへの関心

が高まっている点も重要であろう。結果として、

成人向け娯楽施設も、「昭和の雰囲気を残す味わい

深い場所」として若者たちに受容されつつある。

そして、第 3に、成人向け娯楽施設の側も、生き

残りを賭けて、イメージ転換のための取り組みに
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力を入れ始めている。というのも、マス・ツーリ

ズムがかつてほどの勢いを失い、とりわけ温泉観

光地の歓楽街では、従来のように団体旅行客を呼

び込むことが難しくなってきたからである。そう

した地域の成人向け娯楽施設の中には、若い女性

も含めた、新しい客層の開拓に注力するところも

存在する。たとえば、アートや音楽の要素を取り

込み、従来とは違った意味付けの場所をつくりあ

げていく取り組みなどは、こうした意味での客層

開拓の事例といえるであろう。 

本研究の最終的な目標は、猥雑なまち4を積極的

に評価することのできるまちづくり理論の構築で

ある。とはいえ、この検討課題を全面的に追究す

る作業は、現時点での筆者らの力量をはるかに超

えている。そこで本稿では、近年、若者たちの間

で猥雑なものが積極的に評価されるようになった

経緯について、事例に即して確認することを直接

的な目的としたい。とくに上述した論点の内の 3

つめ、つまり、成人向け娯楽施設の方からの歩み

寄りに焦点をあてることにし、具体事例として、

四国有数の温泉観光地・道後のストリップ劇場「ニ

ュー道後ミュージック」が地元アーティストと共

同で実施している「コラボストリップ」の取り組

みを取り上げる。 

本稿では、以下、次のような順序で議論を進め

る。第 2節では、観光を絡めたまちづくりに関す

る議論の中で、猥雑なまちに対する評価がどのよ

うに変遷してきたのかを概観する。第 3 節では、

「ニュー道後ミュージック」における「コラボス

トリップ」の実践者たちにヒアリング調査を実施

し、イベント成立の経緯や、その継続要因につい

て整理する。最後に第 4節では、本稿の到達点と

課題を整理して、議論の締めくくりとしたい。 

 

2. 猥雑なまちに対する評価の変遷 

2-1. 成功例とみなされてきた「由布院的」なま

ちづくり 

1960 年代前半から 1970 年代前半にかけて、日

本はマス・ツーリズムの時代を迎えた。1964年に

開催された東京オリンピック、高速道路や新幹線

の開業、日本人の海外旅行自由化などが大きな転

換点となったといわれている（梅川, 2009: 70頁）。

こうした戦後の経済発展により、それまで富裕層

に限られていたレジャーのひとつである「観光」

が大衆化し、日常生活の一部として定着した。当

時は団体旅行が主流であり、おもに職場や学校を

単位とする団体観光が盛んにおこなわれた。こう

した団体客をターゲットとして発展したのが大規

模温泉地であり、麦屋（2004）は当時の状況につ

いて次のように述べている。 

 

戦後の荒廃、食糧難の時代から、朝鮮戦争、

高度経済成長期にかけて、都市住民を中心に

一夜の享楽を求めて人々は温泉地へと集まり、

温泉地は盛り場的な色彩を強め、一泊二日宴

会型の宿泊観光地となる。この時代から、社

内慰安旅行、企業の招待旅行などの団体旅行

が活発化して、温泉地の旅館・ホテルの対応

も変容し始めた。 

（麦屋, 2004: 52頁） 

 

こうした大規模温泉地を代表するのが熱海や別府

であり、当時は「東の熱海、西の別府」と称され

るほど人気の観光地であった（山崎ほか, 2010: 

267頁）。 

しかし、バブル崩壊を境に人々の旅行形態が大

きく変化し始める。主流の観光スタイルが団体型

から個人・グループ型へと移行し、観光目的が多

様化したのである。原（2004）は、旅行形態の変

化・観光目的の多様化について次のように述べて

いる。「国民大衆が旅行慣れしてきた過程は、一

般的に『みる』観光——周遊型観光旅行や慰安型

団体旅行などから、スポーツ旅行や体験旅行など

『する』観光が加わり、さらに保養や休養、避暑

や避寒などの『滞在型の旅行』など幅広くなって

きていることである」（原, 2004: 9頁）。そして、

こうした変化の影響を強く受けたのが、これまで

大規模旅館と歓楽街に支えられてきた温泉地であ
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った。それらの多くは時代の変化に対応できず、

衰退していくこととなった。 

こうしてマス・ツーリズムが徐々に退潮してい

くのに伴い、新たな温泉地のあり方を模索する動

きが全国各地に拡がった。中でも、新たなニーズ

に応える形で人々の人気を集めたのが保養型の観

光温泉地であり、その代表例は由布院である。由

布院は、歓楽街化や旅館の大規模化に慎重な態度

を貫き、行き過ぎたリゾート開発を抑制する方向

性のまちづくりを推進した。さらに、「ゆふいん

音楽祭」、「牛喰い絶叫大会」、「湯布院映画祭」

などのイベント開催にも力を入れ、女性客を中心

に日帰りを含めて年間約 400 万人の観光客を集め

た（木谷, 2004: 108頁; 麦屋, 2004: 57 頁）。こう

して由布院は、大規模な宿泊施設と歓楽街に頼り

きった温泉地とは一線を画す地位を確立したので

ある。 

そして、マス・ツーリズムに照準を合わせたま

ちづくりが見直されるにつれ、全国各地の観光関

係者や研究者たちの間で、由布院のようなまちこ

そまちづくりのお手本とみなす認識が一般的にな

った。また、大規模旅館と猥雑な歓楽街で発展し

てきた別府や熱海が、時代の変化に取り残された

観光地として、否定的な文脈で議論されることも

多くなった。 

たとえば猪爪（1992）は、「大分県湯布院町は

日本有数の別府温泉を『反面教師』とみなしなが

ら、山間の小さなまちの利点を生かして、『住ん

でよく、訪ねてもよいまち』をつくる挑戦を続け

てきた」（367頁）と議論している。また、浦（2013: 

3 頁）も、「旧来型の温泉地」と「秘湯・癒し系

の温泉地」の間で観光地の明暗が分かれていると

指摘したうえで、由布院のまちづくりを次のよう

に評価している。「由布院の活性化以降、温泉地

の再生や地域活性化に取り組む温泉地が各地で登

場している。それまでの温泉地は『旅館づくり』

はあっても、『まちづくり』は無かったと揶揄さ

れている」（3頁）。 

 

2-2. 猥雑なまちを評価する価値観の拡がり 

注 4でも示したように、本稿で用いるところの

「猥雑なまち」とは、居酒屋、バーといった飲食

店に加えて、スナック、ストリップ劇場、風俗店

などのような成人向け娯楽店が入り混じるエリア

のことである。類似する概念として「盛り場」（寺

谷, 2003）5、「官能都市（センシュアス・シティ）」

（島原, 2015）6などを挙げることができるが、風

俗店などのように、イメージだけで排除の対象と

みなされがちなものが含まれていることを明確に

示すためには、独自の概念を提示して議論を進め

ることが望ましいと考えた。 

第 1節でも触れたように、近年若い世代を中心

に、猥雑なまちを肯定的に捉える価値観が拡がっ

ている。たとえば、若者向けの旅行情報サイト

「LINE トラベル jp」（2017 年 4 月 20 日）には、

居酒屋や個性的なバー・スナックなどの飲食店が

雑多に集まる大阪の飲み屋街「裏なんば」につい

て、肯定的な文脈での紹介がある7。さらに、トレ

ンド情報サイト「女子 SPA！」（2016年 2月 8日）

でも、成人用の玩具を展示している「熱海秘宝館」

が肯定的に紹介されている8。 

なお、熱海は、近年のまちづくり活動により、

かつての衰退温泉地のイメージを払拭することに

成功しつつある。市木（2018: 62-70頁）によると、

熱海における近年のまちづくり活動は、地域外か

らの観光客だけでなく地域住民に対しても、地域

の魅力を発信しようという取り組みから始まった。

具体的には、「あたみナビ」9という情報発信の取

り組みや、「チーム里庭」10の設立などがそれにあ

たる。2009年からは地域住民を対象としたツアー

イベント「熱海温泉玉手箱」（通称：オンたま）が

開催され11、中でもとくに、まちなかを歩きなが

ら古い喫茶店を巡る「裏路地昭和レトロ散歩」は

好評であったという。参加者の 7割は女性であり、

イベントを機に口コミが拡がり、女性向け雑誌に

「熱海のレトロかわいい喫茶店」として特集を組

まれるまでになった。そして 2012年には熱海の中

心市街地活性化を目的とした株式会社「machimori」
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が設立され、遊休物件のリノベーションが活発化

した。以降、熱海では、カフェやゲストハウス、

コワーキングスペースなど、次々に新しいプロジ 

 

図表 1：混浴温泉世界の性別・年齢別来場者数――2009年 

単位＝%   

 

出所 山出淳也さん提供の資料による 

 

図表 2：混浴温泉世界の性別・年齢別来場者数――2012年 

単位＝%   

 

出所 山出淳也さん提供の資料による 

 

図表 3：混浴温泉世界の性別・年齢別来場者数――2015年 

単位＝%   

 

出所 山出淳也さん提供の資料による 

 

ェクトが誕生している。こうして、熱海は若い世

代や女性に人気の観光地として再評価されるよう

になったのである。 

また、別府も、アートプロジェクトを中心とし

た様々な取り組みにより、近年、熱海と同様に若

い世代の注目を集めている。別府のアートプロジ

ェクトを語るうえで無視できないのは、NPO法人

BEPPU PROJECT（2005年設立）の活動である。

BEPPU PROJECT は、様々なアートイベントの開

催を通して、地域にアートを紹介する活動からス

タートし、2009年には、別府市で初めての大規模

な芸術祭「混浴温泉世界」を開催するなど、アー

トをまちに定着させ、地域の活性化に繋げる取り

組みに注力してきた。BEPPU PROJECTの主催す

るアートプロジェクトは、風俗店のすぐ横にある

神社で芸術作品が展示されたり、きわどい内容の

イベントが含まれていたりするにもかかわらず、

若い世代の女性客を中心に人気を集めている。た

とえば、BEPPU PROJECT として初めてのイベン

トとなった「劇団 指輪ホテル」の公演は、胸にベ

ーグルを当て透明のビニールで出来たドレスのみ

を身に纏った若い女性がパフォ―マンスをおこな

うという挑戦的な内容であったが、女性客も含め

て多くの観客が集まり、大盛況であったという。

実際、2009 年・2012 年・2015 年のデータを見る

限り、混浴温泉世界の主要客層は 20代から 30代

の女性である（山出, 2018: 246 頁）（図表 1, 2, 3

を参照のこと）。 

このように若い世代を中心に、新たな価値観が

拡がりつつある今、猥雑なものを安易に排除する

のではなく、包摂していくまちづくりについても、

真剣に議論すべき時期が到来している。 

 

2-3. 猥雑なものを再評価するまちづくりの難

しさ 

しかしながら、猥雑性を包摂したまちづくりが

あらゆるまちにおいて推進可能かというと、疑問

符もつく。そうした方向性のまちづくりは、一定

数以上の住民に支持されて初めて、推進可能とい
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えるからである。実際、猥雑なものに対して寛容

な価値観を持つ人はまだなお少数派であり、そう

したものを取り込むまちづくりに対する拒否反応

は大きいものと推察される。 

たとえば 1955年 4月 18日の朝日新聞では、別

府や熱海を修学旅行の目的地とすることは教育上

の観点からのぞましくない、とする見解が紹介さ

れている。とくに別府については、次のようなエ

ピソードが紹介されている。 

 

別府は余りにも誘惑の手が多すぎるともいえ

る。おみやげにエロ細工を買って帰ったとい

う学生もあり、商売女が旅行に来た高校生を

招く夜景もみられる。飲食店に囲まれた旅館

が多いのでこっそり夜遊びしたという話もあ

る。旅館街の派出所に勤務している若い別府

署員は「責任は引率の教員にありますね。旅

行に来たという解放感から、教員がまっ先に

だらしなくなり、夜の監督もせずに酒を飲み

回っている」といっている。 

（『朝日新聞』1955年 4月 18日朝刊第 7面） 

 

こうしたエピソードからもわかるように、猥雑

なまちは、教育的観点ないし環境浄化主義的観点

から否定的な扱いを受けることが少なくない。そ

して、大抵の場合、そうしたエリアは当然のよう

に排除すべき存在とみなされ、再開発や浄化政策

の対象地域に指定されがちである。 

たとえば、東京都品川区武蔵小山駅周辺一帯に

存在していた武蔵小山飲食店街「りゅえる」もそ

の 1つである（島原, 2015: 6 頁）。フランス語で

「小路」を意味する「りゅえる」という名称は 2012

年に新しく名づけられたらしく、年配者を中心と

した地元民からは親しみを込めて「暗黒街」と呼

ばれていた。暗黒街という愛称は、この地域が戦

後に発展したヤミ市であったことが関係している。

その名残もあって、狭い路地には低価格な立ち飲

み屋やエスニック料理店、バー、スナックなどが

集まり、まさに猥雑なエリアが形成されていた。

しかし、2014年に計画が決定された武蔵小山パル

ム駅前地区第一種市街地再開発事業において暗黒

街は再開発の対象エリアとなり12、2015 年には多

くの店が立ち退きを強いられることとなった。 

ちなみに、猥雑なまちの浄化運動が最も顕著な

形で推進された事例として、横浜市中区の黄金町

がある。樋口（2012: 80-86頁）によれば、黄金町

は、戦後間もない頃から、違法風俗店の集積地と

して知られていた。環境浄化政策の必要性が認識

されるに至った経緯として重要なのは、1995年に

実施された京浜急行電鉄の高架の耐震補強工事で

ある。この工事によって、立ち退きを強いられた

風俗店の拡散と乱立が一層進展し、ピーク時には

エリア全体で約 260店舗にまで数を増やしたとい

う。こうした状況を問題視した地元企業・商店主・

住民たちは、「初黄・日ノ出町環境浄化推進協議

会」を発足させ（2003年）、アートを用いた猥雑

なまちの浄化作戦を強力に推進したのである。こ

うして、違法風俗店の看板の撤去運動や、アーテ

ィストの活動拠点となるスタジオ整備が進められ、

2008年には第 1回目のアートイベント「黄金町バ

ザール」が開催された。以降、「黄金町バザール」

は、年 1回の恒例イベントとなっている。 

ところで、黄金町の事例に対しては、アートの

名を借りたジェントリフィケーション13ではない

かとの批判もある。笹島（2011: 80頁）によれば、

浄化活動を進めてきた側にも、黄金町のまちづく

りにはジェントリフィケーション的側面があった

と自覚する者がいるという。しかし、笹島は、黄

金町のまちづくりを批判的に捉えつつも、他方で、

「集約的・管理的手法でなければ、いたちごっこ

の続いてきた不法活動を取り除くことはできなか

った」（笹島,2011：80頁）と、一定の理解も表明

している。このことからも、猥雑なものと向き合

うまちづくりの難しさがうかがえる。 

ここまでみてきたように、猥雑なものを包摂す

るまちづくりについて検討することの意義は大き

くなっているものの、猥雑性に対して拒否反応を

示す住民もまだなお多い。したがって、猥雑性を
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活かしたまちづくりの拙速な推進には慎重さも求

められている。また、猥雑なものを提供する側に

も、周囲からのイメージを好転させるための努力

が求められているように思われる。 

 

3. ニュー道後ミュージックにおけるコラボスト

リップ 

上記のような観点から、本節では、近年、若者

たちの間で猥雑なものが積極的に評価されるよう

になった経緯について、成人向け娯楽施設の側か

らの歩み寄りに焦点を当てつつ、明らかにしてい

く。具体的にいえば、四国有数の温泉観光地・道

後のストリップ劇場「ニュー道後ミュージック」

におけるコラボストリップの取り組みを事例とし

て取り上げる。調査の概要については、項を改め

て説明することにしたい。 

 

3-1. 調査の概要 

まず、なぜ他のタイプの性風俗店やスナック・

バーといった業態でなく、ストリップ劇場に注目

するのかについて、簡単に説明しておきたい。ス

トリップ劇場は、猥雑なまちに立地する業態の中

でも、ひときわ強い向かい風に直面している。そ

こでは、踊り子（ストリッパー）と客の間に身体

的接触が生じない。したがって、サービス提供者

との身体的接触をのぞむ客であれば、より本格的

な性風俗を選好する可能性が高い。また、女性の

裸を見たいだけの客は、インターネットなどの情

報媒体を用いてはるかに安価に目的を達成してし

まうかもしれない。その意味において、ストリッ

プ劇場は、類似の性風俗店にも増して、経営的に

苦戦している。つまり、ストリップ業界にとって、

新たな客層の取り込みは、類似する他の業態にも

まして切実な課題といえる。 

本節で事例として取り上げるニュー道後ミュー

ジックでも、近年、踊り子と地元アーティストの

協働による「コラボストリップ」の取り組みを続

けている。そこで本節では、イベントの関係者た

ちにヒアリング調査をおこない、イベント成立の

経緯、イベントが継続する要因などを明らかにす

ることにしたい。 

ヒアリング対象者は以下の 7名である。木村晃

一郎さんはニュー道後ミュージックの現社長であ

る。白石伸吾さん・吉井和美さんは、愛媛県を活

動拠点とするハワイアンバンド the Blue Lagoon 

Stompers のメンバーであり、リーダーである白石

さんは主にギターを、吉井さんは主にボーカルを

担当している。なお、白石さんは、ニュー道後ミ

ュージックでのコラボイベントやアートイベント

の企画の多くを手掛けている。牧瀬茜さんは、踊

り子（ストリッパー）として活動しながら、芝居

や作家活動にも力を入れている。画家・ダルマ作

家の富久千愛里さんは、子育てをしながらライヴ

イベントやイラスト制作などの表現活動にも力を

入れている。道後のまちとは関わりが深く、「富久

だるま道場」という屋号で道後の土産物のダルマ

制作にも力を入れている。中ムラサトコさんはボ

イスパフォーマーとして活動する音楽家である。

2012年に松山市三津地区に移住して以降、現在も

同地区を拠点として活動を続けている。仙九郎さ

んは、様々な民族楽器を使用して音楽活動を実践

するアーティストである。 

 

3-2. ニュー道後ミュージックの概要 

ニュー道後ミュージックは、愛媛県松山市の温

泉観光地である道後地区で営業を続けてきた。

元々は「道後ミュージック」という名称で、温泉

街を訪れる団体観光客を主要な客層としてきた。

しかし、前経営者が体調の悪化や資金繰りの問題

で営業から手を引かざるをえなくなり、元々スト

リップ劇場での勤務経験を有していた木村さんが、

2006 年に劇場を借金ごと買い取ることになった。

木村さんが劇場を継ぐことにしたのは、四国に残

る唯一のストリップ劇場がなくなってしまうのは

もったいないとの思いからであるという。以降、

名称を「ニュー道後ミュージック」に変更して営

業を継続している（木村さんへのヒアリングによ

る）。 
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ニュー道後ミュージックでは、各回入れ替え制

の公演を 1日に 4回実施している14。通常、1回あ

たりの出演者は 2～3名である。なお、劇場のスタ

ッフは、社長の木村さんと音響・照明担当のスタ

ッフだけである。踊り子は、ニュー道後ミュージ

ック専属というわけでなく、全国各地のストリッ

プ劇場を行脚するスタイルが一般的である。 

また、後述するように、ニュー道後ミュージッ

クでは、不定期ながら、2013 年頃より、音楽・ラ

イヴペインティングなどのパフォーマーと踊り子

とのコラボイベント（コラボストリップ）を実施

してきた。直近年では、このイベントが定着し始

め、従来型のストリップファンだけでなく、若い

女性客も含めた新たな客層からも注目を集めつつ

ある。 

 

3-3. 開始の経緯 

ピンク街・風俗街に対する需要の減少は、コラ

ボストリップを必要視するに至った大きな問題意

識であったという（木村さんへのヒアリングによ

る）。3-1でも触れたように、マス・ツーリズムの

退潮、それに伴う団体旅行客の減少、インターネ

ットの普及などは、ストリップ劇場の存立基盤を

削ってきた主要な要因といえる。 

さらに、風営法（風俗営業等の規制及び業務の

適性化等に関する法律）15による規制も、ストリ

ップ業界にとっては逆風であり続けている。スト

リップ劇場は、同法の定めるところの「性風俗関

連特殊営業等」（より厳密には「店舗型性風俗特殊

営業」）の中に含まれており、営業時間、営業区域、

さらには宣伝のあり方に至るまで、厳しいルール

に従わなければならない。また、業界関係者の間

では、ストリップ劇場の新設や移転は事実上困難

であるといわれている。既存店舗については存続

を黙認されていても、新設や移転の場合には、立

地場所の適性について改めて許認可が必要になる

という。したがって、既存のストリップ劇場が、

より集客しやすい場所に移転することは、実質的

には困難である。このことも、経営の悪化したス

トリップ劇場が、移転ではなく廃業を選択する要

因の 1つになっている（木村さんへのヒアリング

による）。 

上記のような要因により、ピーク時には全国に

300軒以上あったストリップ劇場も、現在では 20

店舗強にまで減少しているという。もはや、団体

旅行の男性客のみをターゲットにしているだけで、

ストリップ劇場が生き残りを図ることは難しい。

こうした問題意識から、木村さんは、新しいタイ

プのイベントの必要性を強く認識するに至った。

そこで、木村さんが最初に相談したのは、公演の

ためにニュー道後ミュージックを訪れていた踊り

子の牧瀬さんであった（木村さんへのヒアリング

による）16。 

木村さんは、牧瀬さんに、入場者の減少を食い

止める新しい取り組みの必要性を訴え、アイデア

を求めた。牧瀬さんは、その時点で既に、関東の

ストリップ劇場でアーティストとのコラボストリ

ップを経験していたため、木村さんに、松山近郊

の地元アーティストと協働するイベントを企画し

てはどうかと提案した（木村さん・牧瀬さんへの

ヒアリングによる）。 

地元住民はえてして観光地の集客施設には立ち

寄りたがらない。そうした理由もあって、ニュー

道後ミュージックの来場者の中に、地元である松

山市民はむしろ少ないという。しかし、理由はそ

れだけではなく、ピンク街・風俗街周辺のエリア

が、地元住民たちにとって足を踏み入れにくい場

所になっているからでもある。牧瀬さんは、呼び

込むべき「新しい客層」は地元住民であると考え

た。地元住民の支持を得るためには、地元のアー

ティストと協働したイベントの機会を増やすこと

が望ましい。その種のイベントを積み重ねること

で、ニュー道後ミュージック周辺のエリアは決し

て怖い場所ではないというイメージを、松山市民

に広めることもできるかもしれない。こうした問

題意識から、牧瀬さんは、自らと地元アーティス

トとのコラボストリップを提案したという（牧瀬

さんへのヒアリングによる）17。 

ニュー道後ミュージックにおける最初のコラボ
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イベントは、広島のバンド「キヲツケロ」とのコ

ラボストリップとして企画された（2013年 3月）。

その後、牧瀬さんは、松山市および愛媛県を中心

に活動するハワイアンバンド「the Blue Lagoon 

Stompers」18と組むことになった。the Blue Lagoon 

Stompers と牧瀬さんの最初のコラボイベントが、

「ALOHA from ニュー道後ミュージック」（2013

年 5 月）である19。それ以降、the Blue Lagoon 

Stompersのメンバーである白石伸吾さんが、イベ

ントの企画や、踊り子とアーティストとの仲介役

を務めるようになったという（牧瀬さんへのヒア

リングによる）。 

白石さんが仲介役を務めるようになってから、

地元アーティストとのコラボイベントが徐々に増

えていったという。牧瀬さん、白石さん、吉井さ

んの 3人を中心にして結成したユニット「凸凹ラ

ンチ」20のライヴ、また、凸凹ランチが仙九郎さ

んと一緒に参加した「怪談ストリップ」21など、

実現可能なことの幅も広くなったという。さらに、

画家でありダルマ作家でもある富久さんが参加し

た「body Painting Show!!: いろあらわる」（2014年

6 月）では、白石さんとその友人のミュージシャ

ンによって奏でられる音楽だけでなく、富久さん

によるライヴペインティングも披露された。この

時、キャンバスになったのは、牧瀬さんの身体で

あった（牧瀬さん・白石さんへのヒアリングによ

る）。 

 

3-4. ノウハウの蓄積 

こうして、コラボイベントの回数を重ねていく

うちに、そのためのノウハウも蓄積していくこと

になった。逆にいえば、コラボストリップを始め

たばかりの頃は、そうしたノウハウが蓄積されて

おらず、試行錯誤を重ねていたという。 

たとえば、初期のコラボストリップでは、劇場

のスタッフから、辛口のコメントが寄せられた。

「やるからには 1＋1＝2以上でなければ意味がな

いのではないか、今の状態では 2にもなっていな

いのではないか」。つまり、協働する 2者が、普段、

単独でも実現可能なパフォーマンスを発揮し合う

だけでは、いわば「1＋1＝2」止まりであるという

のである。お互いの良いところを引き出すことが

できなければ、協働する意味は半減してしまう（牧

瀬さんへのヒアリングによる）。 

上記の点と関わって中ムラさんは、自らも関わ

るイベント「真夏のエロの夢」において、次の 2

点を心掛けているという。第 1に、ストリップを

観覧したことのない客が劇場に初訪問するきっか

けを提供すること、第 2に、常連客にいつもと違

うものを見せることである（中ムラさんへのヒア

リングによる）。 

富久さんによれば、踊り子との協働に際しては、

割り当てられた時間内でライヴペインティングを

完結させる必要があるため、気をつかった側面も

あるという。その一方で、慣れてくると、生演奏

される音楽の抑揚に合わせた方が「オチ」をつけ

やすいことにも気づいた。つまり、踊り子とライ

ヴペインティングの 2者よりも、そこにミュージ

シャンも介在した 3者による協働の方が、パフォ

ーマンスを発揮しやすいのである（富久さんへの

ヒアリングによる）。 

ほぼ同様のことを中ムラさんも述べている。コ

ラボストリップにおける各種パフォーマンス（音

楽・ダンス・ライヴペインティングなど）は、即

興でおこなわれることが多い。その際、終わるタ

イミングを出演者同士で合わせ、「オチ」をつくる

ことが最も難しいという。さらに、ストリップ劇

場における踊り子の多くは、あらかじめ決められ

た流れで進行することに慣れているため、なおさ

ら、即興を得意とするアーティストとの協働には

困難がつきまとう。しかし、わかりやすく「オチ」

をつけることのできる音楽が挿入されることによ

って、出演者全員が終わりのタイミングを見極め

やすくなるという。音楽は、コラボストリップに

とって、欠かせない要素と考えらえる（中ムラさ

んへの聞き取りによる）。 

また、「異色の組み合わせ」を実現できるところ

も、コラボストリップの魅力であるという。スト
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リップには、音楽のリズムに合わせたダンスを前

面に押し出すスタイルと、性的行為を連想させる

動きを強調するスタイルがあるという。the Blue 

Lagoon Stompers が得意とするハワイアンミュー

ジックには、通常の場合、フラダンスのようなゆ

ったりしたダンスが適合的であると考えられてい

る。ところが、ある踊り子が、ハワイアンミュー

ジックに合わせて、性的行為を連想させる動きを

披露したところ、そのギャップが異様な世界観を

生み、観客にとって面白いコラボストリップにな

ったという（中ムラさんへのヒアリングによる）。 

ところで、昔からの常連客の中には、ステージ

の上に踊り子以外の部外者が上がることを快く思

わない人もいるという。こうした常連客への配慮

も必要である。富久さんは、自分がステージに上

がるだけでも快く思わない常連客が存在するにも

かかわらず、絵の具でステージを汚すことがあっ

てはならないと考えた。それは、ストリップファ

ンにとっての「聖域」を二重の意味で「汚す」こ

とになるのである。したがって、舞台に絵の具を

落とさないように気をつけ、それでも落としてし

まった絵の具については丁寧に拭き取ったという

（富久さんへのヒアリングによる）。 

 

3-5. 来場者の変容 

上記のような取り組みにより、地元アーティス

トのファンを中心として、従来、ストリップ劇場

には足を踏み入れることのなかった客層が、ニュ

ー道後ミュージックに来場するようになった。コ

ラボストリップ実施時のみならず、平常時の女性

客も増えたという（白石さんへのヒアリングによ

る）。また、心が動かされ、涙を流す女性客も時お

り見かけるという（牧瀬さんへのヒアリングによ

る）。「予想していたよりもはるかに美しかった」

と感想を述べる男性客もいたそうである（仙九郎

さんへのヒアリングによる）。コラボストリップの

取り組みは、ストリップ劇場への固定観念を相対

化し、新しい客層を呼び込むことに、一定の貢献

を果たしているといえよう。 

また、コラボストリップの取り組みに対して、

当初否定的であったものの、回を重ねるごとに、

応援してくれるようになった常連客も存在すると

いう。アーティストと踊り子の距離が近くなるに

つれて、アーティストと常連客の間の距離も縮ま

り、仲間意識が芽生えてきたのではないかと、白

石さんは分析している。中には、CD を購入して

くれるようになった常連客や、踊り子だけでなく

アーティストに対しても、差し入れを持参するよ

うになった常連客も存在するという（白石さんへ

のヒアリングによる）。 

今後の方向性としては、コラボストリップだけ

でなく昔ながらのストリップショーの魅力も理解

する客、さらには、踊り子の生き様に敬意を払っ

たうえでストリップショーを楽しむことのできる

客を増やしていきたいという。たとえば、以前は、

ニュー道後ミュージックにも、現役最高齢（当時）

の踊り子・若尾光さんが、しばしば出演していた。

若い頃負った借金の返済のために、踊り子の道に

進んだことが、若尾さんのキャリアの出発点であ

るという。以来、若尾さんは、数十年にわたって、

踊り子の仕事にある種の誇りをもって舞台に上が

り続けたという（現在は既に引退している）。ニュ

ー道後ミュージックに来場する若い客層には、上

記のような意味での踊り子の生き様も含めて理解

し、ショーを楽しんでほしいという（白石さん・

吉井さんへのヒアリングによる）。 

 

3-6. 継続的推進体制の確立 

コラボストリップの取り組みそれ自体は、ニュ

ー道後ミュージック以外のストリップ劇場でも実

施されている。実際、牧瀬さんは、道後での取り

組みに先立って、関東のストリップ劇場において

コラボストリップを経験していた。ニュー道後ミ

ュージックにおける取り組みの特色はどこにある

のであろうか。 

牧瀬さんによれば、ニュー道後ミュージックに

おけるコラボストリップは、劇場をあげて組織的

に実践しているところが画期的であるという。牧
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瀬さんが東京でコラボストリップを実践した際に

は、牧瀬さんの出演する時間帯においてのみ、ア

ーティストとのコラボレーションを披露すること

ができた。コラボストリップに賛同する踊り子が

少ない段階では仕方のないことといえるが、この

やり方では、他の踊り子との入れ替わりの時間を

気にする必要が生じてしまうため、たとえば、や

や大きめのセットを用いたコラボレーションを実

践することは難しい。表現に制約が生じやすいの

である。それに対して、ニュー道後ミュージック

は、その日登場する踊り子全員がアーティストと

のコラボレーションを実践する、いわばコラボス

トリップ・デイとでも呼ぶべき取り組みにも積極

的である（牧瀬さんへのヒアリングによる）。 

上記のようなことが可能になっている理由をさ

しあたり 2つ指摘しておきたい。第 1の理由は、

コラボストリップという企画が、経営者である木

村さんから牧瀬さんに持ちかける形で始まったこ

とと関わる。こうした経緯から考えて、ニュー道

後ミュージックの側が、劇場をあげてコラボスト

リップを推進することには、必然性がある。そし

て第 2の理由は、牧瀬さんと the Blue Lagoon 

Stompersとの協働以降、白石さんが、コラボイベ

ントの企画やアーティストのブッキングに主体的

に関わるようになったことと関わる。元々は、牧

瀬さんの提案から始まったイベントといえるが、

白石さんが関わるようになって以降は、牧瀬さん

が企画せずともイベントが成立するようになった。

こうした体制が確立されることによって、複数の

踊り子との交渉や、地元・松山で活動する様々な

アーティストとコラボレーションが、容易になっ

た。愛媛在住でない牧瀬さんが、全国各地で自ら

の公演もこなしながら、複数の踊り子や、愛媛在

住アーティストとの交渉を進めていくことは、難

しいものと考えられる。白石さんの関与によって、

劇場によるコラボストリップの組織的推進が可能

になったのみならず、イベントを単発で終わらす

ことなく継続することが可能になったという（牧

瀬さんへのヒアリングによる）。 

もっとも、白石さんが、当初からこうした体制

の確立を意図していたわけではなさそうである。

白石さんによれば、最初のコラボストリップは、

「ストリップ劇場でライヴなんて楽しそう」とい

う軽い気持ちで誘いにのったという（白石さんへ

のヒアリングによる）。長年音楽活動を続けてきた

白石さんの知り合いには、松山・愛媛のアーティ

ストが多い。白石さんの人的ネットワークを介し

て、富久さんや中ムラさん、さらには仙九郎さん

が、コラボストリップに誘われることになった。

なお、富久さんや中ムラさんも、初めてコラボス

トリップへの誘いを受けた時、ストリップ劇場で

のライヴパフォーマンスは楽しそうだと考えたと

いう（富久さん・中ムラさんへのヒアリングによ

る）。実際、中ムラさんの友人の中にも、機会があ

ればストリップ劇場でパフォーマンスを披露して

みたいと考えるアーティストは多いという（中ム

ラさんへのヒアリングによる）。このように、松山

ないし愛媛には、ストリップ劇場でのイベントな

いしパフォーマンスを、忌避するどころか、おも

しろがるアーティストが多数存在している22。そ

うしたアーティスト・コミュニティの結節点的ポ

ジションに白石さんが立っていたことの意義も大

きい。 

上記のように、白石さんがコラボストリップに

関わり始めた当初の動機は、ニュー道後ミュージ

ックの存続のためというよりも、むしろ興味本位

であった。しかし、イベントの回数を重ねていく

うちに、踊り子や、ニュー道後ミュージックの常

連客との間につながりができ始め、白石さんの気

持ちにも変化が生じた。踊り子や常連客との仲間

意識とでも呼ぶべきものが芽生え始め、四国最後

のストリップ劇場を後世に残したいと考えるよう

になった。そのためには、ニュー道後ミュージッ

クを様々な客層の集まる場に進化させていく必要

がある。コラボストリップや昔ながらのストリッ

プショーはもちろんであるが、それだけでなく、

たとえば映画上映、ベリーダンス、バンドのライ

ヴなどのように、より一般的なライヴパフォーマ
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ンスを発信する場としても併用していく道も、選

択肢として検討できるのではないかと、白石さん

は考えている（白石さん・吉井さんへのヒアリン

グによる）。 

 

4. むすびにかえて 

本稿の冒頭および第 2節では、まちの安寧を脅

かす存在として忌避されがちであった歓楽街・ピ

ンク街が、若い世代を中心に再評価されつつある

ことを指摘し、そのうえで、新たな時代のまちづ

くりには、猥雑なものを排除するのではなく包摂

できるような度量が求められていると提起した。

とはいえ、猥雑なものに対する一般的な住民の拒

否感はまだなお大きく、そうしたまちづくりを拙

速に推進していくことは得策ではない。本稿では、

そのための序論的考察として、まず、猥雑なもの

が再評価されつつある文脈を確認することにした。

その際、若い消費者の価値観を変化させてきた要

因について検討することも重要ではあるが、本稿

においては、成人向け娯楽施設の側の生き残り戦

略に着目することも有意義ではないかと考えた。

事例として取り上げたのは、四国有数の温泉観光

地・道後の老舗ストリップ劇場「ニュー道後ミュ

ージック」である。 

第 3節では、ニュー道後ミュージックが、新し

い客層の開拓のために企画したコラボストリップ

に着目し、関係者へのヒアリング調査から、その

成立の経緯と、イベントを継続可能な運営体制が

確立されるプロセスを明らかにした。調査の結果

明らかになってきたことは、ニュー道後ミュージ

ックにおいて、ストリップ劇場の将来に危機感を

感じている若手経営者と、コラボストリップの経

験者である踊り子、さらに、地元アーティスト・

コミュニティに人的ネットワークを持つミュージ

シャンの 3者が協力し合うことにより、コラボス

トリップを継続的に実施できる体制が確立され、

結果として、若い女性を含む新しい客層の呼び込

みが一定程度達成されている事実である。 

本稿のインプリケーションは、次のように整理

できる。 

第 1に、生き残りを賭けた成人向け娯楽施設の

側からの、イメージ転換のための取り組みは、実

際に、猥雑なもの・まちへのイメージを多少なり

とも好転させる効果を発揮しうるということであ

る。 

第 2に、その際、音楽やアートの力が活用され

ていることである。音楽やアートには、社会の中

で共有されてきたタブーを相対化させる力がある。

この点も、新たな客層が、抵抗なくニュー道後ミ

ュージックの敷居を跨ぐことを可能にした要因の

1つと考えられる。 

第 3に、地元アーティストとのコラボイベント

を企画したことによって、その地元アーティスト

のファンがごくごく自然な形でストリップ劇場を

訪問するようになったことである。これは、他の

ストリップ劇場ないしは他のタイプの猥雑なもの

が、自らの社会的イメージを転換しようと試みる

際に、参考になる論点といえよう。 

そして第 4に、地元アーティスト・コミュニテ

ィの結節点的ポジションに立つ白石さんが、コラ

ボイベントの企画やブッキングに関わることによ

って、イベントを継続的に推進する体制が飛躍的

に強化されたことである。ニュー道後ミュージッ

クと同様、存続の危ぶまれているストリップ劇場

は、地方都市に多い。ここから、次のような論点

も示唆される。他都市のストリップ劇場において、

地元アーティストとのコラボイベントを企画する

のでれば、地元の音楽シーンないしアートシーン

内部でネットワークのノードになるような人物を、

仲間に引き込むことが望ましい。 

とはいえ、本稿の議論に対しては、様々な観点

からの限界も指摘できる。 

第 1に、資料の制約から、ニュー道後ミュージ

ックにおけるコラボストリップの取り組みを、時

系列で、網羅的に整理することができなかった点

である。本稿の執筆に際しては、コラボストリッ

プの関係者総勢 7名へのヒアリング調査を実施し

ている。これだけの言説を集めながら、コラボス
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トリップの取り組みを、年表の形で整理すること

すらできなかった。ヒアリング結果を補完する資

料の収集を怠ってしまったことが原因であると考

えらえる。 

第 2に、ニュー道後ミュージックのコラボスト

リップに出演したことのある地元アーティストは、

今回ヒアリングした 5人（白石さん・吉井さん・

富久さん・中ムラさん・仙九郎さん）の他にも存

在する。筆者の知る限りでも、松山で活躍するコ

ンテンポラリーダンサーや、砂絵アーティストが、

参加している。彼・彼女らに追加でヒアリングを

実施すれば、本稿で抽出したものとは幾分違った

論点が抽出された可能性もあろう。 

第 3に、本稿の議論は、解釈のしようによって

は、音楽やアートの力を、素朴に称揚しているよ

うにみえる点である。音楽やアートを、ストリッ

プの猥雑性を覆い隠すための手段としてのみ理解

していくのであれば、われわれは、アートを用い

て猥雑なまちの浄化運動を展開した事例について、

批判的に見る資格を喪失することになる。その意

味で、音楽やアートは、猥雑なものを浄化するた

めの手段ではなく、猥雑なものに向き合うための

手段として位置づける必要がある。音楽やアート

に期待したいのは、新しい客層を呼び込むための

ゲートウェイとしての側面だけではなく、踊り子

の生き様にまで向き合うための仕掛けとしての側

面である。こうした論点については、本稿ではま

ったくといってよいほど展開できていない。 

最後に、本稿の議論においては、筆者らの力量

のなさが足かせとなり、いくつかの課題について、

正面から向き合わずに棚上げせざるをなかった。1

つは、若い世代の消費者たちの価値観が変化して

いる要因についてである。また、冒頭で提示した

大きな問題意識との兼ね合いからは、むしろ別府

や熱海において、まちの猥雑性を活かしたまちづ

くりがどのようにして成立したのかを、明らかに

する必要があった。これらの課題について、稿を

改めて検討する必要性を痛感するところである。 

 

付記 

本稿は、筆頭著者である西田が、愛媛大学法文

学部総合政策学科観光まちづくりコースに提出し

た 2018年度卒業論文『まちづくりにおける猥雑な

ものの再評価』（西田, 2019）から、第 1章（「まち

づくりをめぐる議論の変遷と近年の変化」）と第 2

章（「ニュー道後ミュージックにおける新しい取り

組み（第一調査）」）を抜粋し、山口が加筆・修正

を施した。ヒアリング調査に協力してくださった

全ての方々に、この場を借りて御礼申し上げます。 
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ウェブサイト 

「『熱海秘宝館』が女性にも人気だって。昭和のラ

ブ遺産をフォトレポート|女子 SPA！」

（https://joshi-spa.jp/443490：2019年 1月 7日閲

覧） 

「女子にもおすすめ！大阪の超ディープ観光スポ

ット「裏難波」|大阪府|LINEトラベル jp旅行

ガイド」

（https://www.travel.co.jp/guide/article/25916/：
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「武蔵小山駅前通り地区第一種市街地再開発事業
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ld/musasikoyama/saikaihatsu9-19.html：2019年 1

月 22日閲覧) 

 

ヒアリング調査 

木村晃一郎さん（ニュー道後ミュージック経営者）

2018年 12月 3日（月） 於・飛鳥のれん 

白石伸吾さん（the Blue Lagoon Stompers メンバー）

2018年 11月 15日（木） 於・愛媛大学社会共

創学部山口信夫研究室 

吉井和美さん（the Blue Lagoon Stompers メンバー）

2018年 11月 15日（木） 於・愛媛大学社会共

創学部山口信夫研究室 

牧瀬 茜さん（踊り子〈ストリッパー〉）2018 年

12月 25日（火） 於・ワニとサイ 

富久千愛里（画家・ダルマ作家）2018年 12月 16

日（金） 於・富久さん宅 

中ムラサトコさん（歌手・ボイスパフォーマー）

2019年 1月 10日（木） 於・中ムラさん宅 

仙九郎さん（民族楽器奏者）2019年 1月 21日（月） 

於・飛鳥のれん 

山出淳也さん（NPO法人 BEPPU PROJECT 代表）

2018 年 12 月 6 日（木）於・NPO 法人 BEPPU 

PROJECT 事務所 

 

                             
1 もっとも、本文中で示している由布院のまちづ

くりに対するイメージはやや一面的に過ぎるかも

しれない。由布院のまちづくりについて明らかに

することを直接的な目的とするのであれば、リー

ダーの存在、実践者たちのネットワーク形成、さ

らには地域内での経済循環の側面にまで踏み込ん

だ「分厚い記述」が求められるであろう。本稿で

は、もっぱら紙幅の都合から、そうした作業を割

愛している。なお、由布院のまちづくりについて

より詳しくは、猪爪（1992）、木谷（2004）、中谷

（2006）、岡田（2008）、米田（2009）、野口（2013）、

大澤・米田（2019）などを参照のこと。 
2 「女子にもおすすめ！大阪の超ディープ観光ス

ポット『裏難波』|大阪府|LINE トラベル jp 旅行ガ

イド」（https://www.travel.co.jp/guide/article/25916/：

2019年 1月 7日閲覧） 
3 「『熱海秘宝館』が女性にも人気だって。昭和の

ラブ遺産をフォトレポート|女子 SPA！」

（https://joshi-spa.jp/443490：2019年 1月 7日閲覧） 

                                              
4 本稿では、居酒屋、バーといった飲食店に加え

て、スナック、ストリップ劇場、風俗店などのよ

うな成人向け娯楽店が入り混じるエリアのことを、

「猥雑なまち」と、また、そうしたまちの構成要

素を「猥雑なもの」とよぶことにする。 
5 「盛り場」とは、「人間の欲求を充足する施設が

集中して立地する地域」（寺谷, 2003: 24頁）であ

る。また、寺谷（2003: 24-25 頁）は、盛り場を、

主たる構成施設に着目して、5つに分類している。

すなわち、①商店街・デパート、②食堂・レスト

ラン街、③飲み屋街、④娯楽街、⑤ピンク街の 5

つである。 
6 島原（2015: 21-24頁）によれば、「官能都市」と

は、「他者との関係に生きる都市」（関係性）であ

り、かつ、「五感で感じる都市」（身体性）である。

島原は、他者との関係性を、①共同体に帰属して

いる、②匿名性がある、③ロマンスがある、④機

会がある、の 4つの視点から、また、身体性の側

面を、⑤食文化があること、⑥街を感じられるこ

と、⑦自然を感じること、⑧歩けること、の 4つ

の視点から、明らかにしようとしている。 
7 「外国人観光客が押し寄せる『難波』『道頓堀』

に対し、安くてうまい店がひしめく、大阪で超穴

場のディープ観光スポットです。若い店主が盛り

上げる店は個性的で楽しく、女性の方にもおすす

め。『裏なんば』を歩いてみませんか？」（「女子に

もおすすめ！大阪の超ディープ観光スポット「裏

難波」|大阪府|LINE トラベル jp 旅行ガイド」

〔https://www.travel.co.jp/guide/article/25916/：2019

年 1月 7日閲覧〕） 
8 「『熱海秘宝館』が女性にも人気だって。昭和の

ラブ遺産をフォトレポート|女子 SPA！」

（https://joshi-spa.jp/443490：2019年 1月 7日閲覧） 
9 熱海でおもしろい活動をしている人や地域の課

題を取材し発信する取り組みである。 
10 耕作放棄地を農業体験の場として活用する取

り組み等を実施している団体である。2007年に設

立され、約 20人程度が在籍しているという。 
11 ただし、このイベントは 2011年で一旦終了し

ている。 
12 「武蔵小山駅前通り地区第一種市街地再開発事

業|東京都都市整備局」

（http://www.toshiseibi.metro.tokyo.jp/cpproject/field

/musasikoyama/saikaihatsu9-19.html：2019年 1月 22

日閲覧） 
13 「ジェントリフィケーション」とは、都市にお

いて、再開発などの理由により労働者階級から中

間階級への居住者階層の上方変動がおこる現象の

ことである（藤塚, 2017: 1-2頁）。また、こうした
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上方変動の過程で、社会的弱者を排除する浄化運

動が顕在化することも少なくない。 
14 基本的には、1回目は 17:00 から、2回目は 18:50

から、3回目は 20:40から、4回目は 22:30から上

演しているという（木村さんへのヒアリングによ

る）。 
15 善良の風俗と清浄な風俗環境を保持し、少年の

健全な育成に障害を及ぼす行為を防止するための

法律であり、風俗営業と性風俗関連特殊営業等に

ついて、営業時間や営業区域を制限する法律であ

る（同法第 1条）。 
16 なお、こうした問題意識それ自体は、少なから

ぬ業界関係者に認識されているものの、それを実

践に移す動きは大きくなってこなかった。要因と

して考えられるのは、多くのストリップ劇場にお

いて経営者が高齢化していることである。ニュー

道後ミュージックの場合、まだ 40代と若く、バイ

タリティと人的ネットワークも保有している木村

さんが社長であったからこそ、新しい取り組みに

チャレンジすることができた可能性が高いという

（白石さんへのヒアリングによる）。 
17 ただし、ニュー道後ミュージックのある常連客

が、踊り子とアーティストとのコラボイベントを

提案したことがきっかけであるとの証言もある

（仙九郎さんへのヒアリングによる）。 
18 正式メンバーは、白石さんと吉井さんに、藤本

健次さん（ギター・ベース・ウクレレ・ボーカル

を担当）と前田絵麻さん（パーカッション・ギタ

ー・ウクレレ・ボーカルを担当）を加えた 4人で

ある。 
19 ただし、諸事情あり、このイベントに参加した

のは、the Blue Lagoon Stompersのバンドメンバー

全員ではなく、選抜メンバーであったという。 
20 牧瀬茜さん、白石伸吾さん、吉井和美さんの 3

人で 2013年に結成されたユニットであり、イベン

トによってメンバー数を柔軟に変動させていると

いう。 
21 木村さんの提案で 2007年から始まった、怪談

をテーマとしたストリップショーである。セリフ

があるものもあれば、小物などを使いながら動き

だけで表現するスタイルもある（木村さん・仙九

郎さんへの聞き取りによる）。 
22 富久さんにいたっては、コラボストリップに関

わることになる 10年以上前に、好奇心で道後ミュ

ージックを観覧したことがある。そのため、スト

リップ劇場に自ら入場することになる抵抗感はま

ったくなかったという。また、画家の知人に依頼

されてヌードモデルを引き受けたこともあり、女

性の身体をアート的視点で見ることへの抵抗感も

                                              

なかった。したがって、イベントで女性の身体に

ペイントすることにも、やはり抵抗感はなく、む

しろおもしろそうだと思ったという（富久さんへ

のヒアリングによる）。 
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